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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第43期

第２四半期連結
累計期間

第44期
第２四半期連結
累計期間

第43期

会計期間

自平成23年
７月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
７月１日
至平成24年
12月31日

自平成23年
７月１日
至平成24年
６月30日

売上高（千円） 8,723,3629,196,14017,838,607

経常利益（千円） 454,422 508,318 978,138

四半期（当期）純利益（千円） 139,379 200,465 347,446

四半期包括利益又は包括利益（千円） 66,280 423,546 480,874

純資産額（千円） 10,602,08511,138,36711,016,641

総資産額（千円） 16,185,83316,597,21116,708,054

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 22.51 32.37 56.10

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 63.7 64.7 63.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
830,506 1,027,4611,907,967

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△832,478 △743,339△1,165,183

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
259,977 △311,617 149,492

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 861,452 1,455,3451,457,338

　

回次
第43期

第２四半期連結
会計期間

第44期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
10月１日
至平成24年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 12.22 22.71

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　１四半

期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断

したものであります。

　

(1)業績の状況　

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要により内需に回復傾向が見られた

ものの、長引く欧州債務問題の深刻化、中国経済の減速、日中間の情勢不安等、依然として先行きは不透明な状況で推

移しました。

当社グループにおいては、スマートフォン、タブレット型端末向けなどのコネクタ用部品が、市場の拡大に伴い増加

傾向となりましたが、それ以外の電子部品の需要は依然として弱い状況で推移しました。カーエレクトロニクス関連

は、日中間の情勢不安等の影響が懸念されましたが、影響は軽微であり堅調に推移しました。また、機械器具セグメン

トの中の医療組立事業は、新アイテムの増加により順調に推移しました。

このような環境のなか、当社グル－プは、部品事業の生産効率向上に向けた取り組みを継続するとともに、経営の安

定化に向け、新規事業分野への進出を含めた各施策を推進してまいりました。　

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は91億９千６百万円（前年同期比5.4％増）、営業利益５億５千３百

万円（前年同期比12.0％増）、経常利益５億８百万円（前年同期比11.9％増）、四半期純利益２億円（前年同期比

43.8％増）となりました。

　

　セグメントの業績は次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　１　四

半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりです。以下の前年同四半期比較については、前年

同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。　　

①金型

自動車向け金型は、海外向け需要の継続により堅調に推移しました。一方、電子機器向け金型は、部品の海外生産比

率の拡大が進むなかで金型の海外調達も進み、国内の金型市場は厳しい状況となり低迷しました。

　その結果、売上高は５億６千７百万円（前年同期比17.9％減）、セグメント利益は６千３百万円（前年同期比44.1％

減）となりました。

②部品

　電子機器関連は、スマートフォン、タブレット型端末向け部品は市場の拡大に伴い増加傾向となりましたが、テレビ、

パソコン向けなど需要が減少している分野は厳しい環境で推移しました。カーエレクトロニクス関連は、日中間の情

勢不安等の影響が懸念されましたが、影響は軽微であり堅調に推移しました。

　その結果、売上高は77億１千１百万円（前年同期比5.8％増）、セグメント利益は８億８百万円（前年同期比26.5％

増）となりました。

③機械器具

　専用機のうち自動車関連装置は需要拡大環境のなかで順調に推移しましたが、ＳＭＴ関連装置及び半導体関連装置

は、市場の低迷や円高の影響により設備投資が抑制され厳しい環境となりました。医療組立事業は主力製品の市場が

堅調なことと、新アイテムの増加により順調に推移しました。

　その結果、売上高は９億１千４百万円（前年同期比23.4％増）、セグメント利益は１億１千４百万円（前年同期比

10.7％増）となりました。

④その他　

　賃貸事業を行っております。売上高は２百万円（前年同期比0.0％）、セグメント利益は１千３百万円（前年同期比

48.0％増）となりました。　
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(2)キャッシュ・フローの状況

  当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

１百万円減少し、14億５千５百万円となりました。

  当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フロ－の状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロ－）

　営業活動の結果得られた資金は、10億２千７百万円（前年同期比23.7％増）となりました。これは主に、法人税等の

支払額２億１千６百万円による資金の減少と、税金等調整前四半期純利益５億２千４百万円、減価償却費５億７千９

百万円、売上債権の減少による資金の増加２億４千６百万円による資金の増加であります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロ－）

　投資活動の結果使用した資金は７億４千３百万円（前年同期比10.7％減）となりました。これは主に、部品事業の生

産設備更新のための支出によるものであります。

  （財務活動によるキャッシュ・フロ－）

　財務活動の結果使用した資金は３億１千１百万円（前年同期は２億５千９百万円の獲得）となりました。これは主

に、長期借入金の返済１億７千１百万円、配当金の支払額１億５千４百万円、少数株主への配当金の支払額１億４千７

百万円によるものであります。

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(4)研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は、４千６百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(5)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状の見通し

　当社グル－プが属する電子部品、半導体業界におきましては、依然としてグロ－バルでの価格競争激化により、価格

の下落傾向が続くものと予想されます。これらの状況を踏まえて当社グループは、変化に対応し永続的な成長・発展

を目指して企業体質の強化に取組んでまいります。そのために、平成25年度から平成27年度の中期経営計画を策定い

たしました。本計画に基づき、引き続き一貫生産品を大きな柱として成長させていくとともに、既存市場の深耕を図っ

てまいります。また、既存技術の深堀と新技術の開発により、新商品の開発、新市場の開拓に積極的に取組んでまいり

ます。併せて、更なる経営改革活動への取組みによるコスト低減、強固な経営体質の確立に取組んでまいります。　

　

(6)経営者の問題意識と今後の方針について

　当社グル－プの経営陣は、今後さらに激化するグロ－バルでの競争と、不確実性が増していく経営環境下において、

創業以来の理念である「徹底的な精度追求」に基づき、当社グル－プでしかできない微細加工に挑戦し続ける事が最

善の経営戦略であると考えております。その体制作りのための計画的な研究開発・設備投資・人材育成を継続して実

行し、製造技術力を高めることで企業体質を強化していく方針であります。また、当社グル－プが属する電子部品業界

の好不況の影響リスクを低減させるためにも、新たな価値創造として新分野への事業機会拡大を図ってまいります。

　管理面におきましては、これまでの経営改革活動を継続し、事業構造の改善と安定した収益構造の構築に取組みま

す。また、コンプライアンスの強化を図り、併せて企業理念を浸透させることで経営基盤の強化に努めてまいります。

EDINET提出書類

株式会社鈴木(E02058)

四半期報告書

 4/19



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,380,000

計 22,380,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,195,000 6,195,000
東京証券取引所

（市場第２部）

単元株式数

100株

計 6,195,000 6,195,000 － －

　（注）　大阪証券取引所については、平成24年８月13日に上場廃止の申請を行い、同年９月29日に上場廃止となってお
ります。

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

        　該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

　　　　　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
　（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
－ 6,195 － 1,435,300 － 1,439,733
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（６）【大株主の状況】

 平成24年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総

数に対する所

有株式数の割

合（％）

有限会社スズキエンタープライズ 長野県須坂市大字須坂982-19 1,023 16.52

鈴木教義 長野県須坂市 874 14.11

鈴木照子 長野県須坂市 611 9.86

鈴木従業員持株会 長野県須坂市大字小河原2150-1 362 5.85

竹田和平 愛知県名古屋市天白区 185 2.98

株式会社八十二銀行

（常任代理人　日本マスタートラスト信託銀行

株式会社）

長野県長野市大字中御所字岡田178-8

（東京都港区浜松町２丁目11-3）
155 2.50

髙野忠和 神奈川県横浜市磯子区 147 2.38

NOMURA PB NOMINIEES LIMITED

OMNIBUS-MARGIN(CASHPB)

（常任代理人　野村證券株式会社）

1 ANGEL LANE,LONDON,EC4R 3AB,UNITED

KINGDOM

（東京都中央区日本橋１丁目９-１）

124 2.01

小島まゆみ 新潟県長岡市 109 1.75

戸井兼行 長野県長野市 96 1.54

計 － 3,689 59.50

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 2,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,191,300 61,913 －

単元未満株式 普通株式 1,600 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 6,195,000 － －

総株主の議決権 － 61,913 －

　

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社　鈴木
長野県須坂市大字

小河原2150番地１
2,100 － 2,100 0.03

計 － 2,100 － 2,100 0.03
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年７月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,744,895 1,742,937

受取手形及び売掛金 ※3
 4,005,180

※3
 3,746,847

商品及び製品 102,247 91,682

仕掛品 481,042 484,153

原材料及び貯蔵品 750,748 802,796

その他 258,520 299,270

流動資産合計 7,342,635 7,167,687

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,437,663 3,643,148

機械装置及び運搬具（純額） 3,090,785 3,050,514

土地 1,233,666 1,233,666

その他（純額） 497,036 212,922

有形固定資産合計 8,259,152 8,140,251

無形固定資産 68,360 81,998

投資その他の資産

投資有価証券 806,269 988,547

その他 232,552 219,642

貸倒引当金 △915 △915

投資その他の資産合計 1,037,906 1,207,273

固定資産合計 9,365,419 9,429,524

資産合計 16,708,054 16,597,211
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,867,946 1,853,394

短期借入金 816,426 965,415

1年内返済予定の長期借入金 434,853 435,300

未払法人税等 185,853 198,088

賞与引当金 83,186 89,605

役員賞与引当金 38,600 31,020

その他 755,699 510,624

流動負債合計 4,182,565 4,083,449

固定負債

長期借入金 457,436 286,100

退職給付引当金 674,812 694,333

役員退職慰労引当金 376,600 394,960

固定負債合計 1,508,848 1,375,393

負債合計 5,691,413 5,458,843

純資産の部

株主資本

資本金 1,435,300 1,435,300

資本剰余金 1,439,733 1,439,733

利益剰余金 7,531,252 7,576,897

自己株式 △1,130 △1,130

株主資本合計 10,405,155 10,450,800

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 218,153 328,380

為替換算調整勘定 △38,659 △43,832

その他の包括利益累計額合計 179,493 284,548

少数株主持分 431,992 403,018

純資産合計 11,016,641 11,138,367

負債純資産合計 16,708,054 16,597,211
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年７月１日
　至　平成23年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年７月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 8,723,362 9,196,140

売上原価 7,572,802 7,961,948

売上総利益 1,150,560 1,234,192

販売費及び一般管理費 ※1
 656,660

※1
 680,802

営業利益 493,899 553,390

営業外収益

受取利息 236 223

受取配当金 6,441 6,570

受取賃貸料 2,758 2,748

スクラップ売却益 2,489 2,630

その他 5,394 4,743

営業外収益合計 17,320 16,916

営業外費用

支払利息 8,155 9,591

為替差損 48,639 51,706

その他 2 691

営業外費用合計 56,797 61,989

経常利益 454,422 508,318

特別利益

固定資産売却益 4,202 21,460

その他 137 －

特別利益合計 4,340 21,460

特別損失

固定資産売却損 － 2,736

固定資産除却損 447 2,408

投資有価証券評価損 1,693 －

会員権評価損 800 －

貸倒引当金繰入額 440 －

その他 0 －

特別損失合計 3,380 5,144

税金等調整前四半期純利益 455,382 524,633

法人税、住民税及び事業税 218,675 223,397

法人税等調整額 31,672 △21,490

法人税等合計 250,347 201,906

少数株主損益調整前四半期純利益 205,035 322,726

少数株主利益 65,655 122,261

四半期純利益 139,379 200,465
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年７月１日
　至　平成23年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年７月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 205,035 322,726

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △136,686 110,227

為替換算調整勘定 △2,068 △9,406

その他の包括利益合計 △138,754 100,820

四半期包括利益 66,280 423,546

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,348 305,520

少数株主に係る四半期包括利益 64,931 118,026
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年７月１日
　至　平成23年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年７月１日
　至　平成24年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 455,382 524,633

減価償却費 614,826 579,254

貸倒引当金の増減額（△は減少） 430 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 718 6,586

退職給付引当金の増減額（△は減少） 25,548 19,521

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 17,970 18,360

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △7,080 △7,580

受取利息及び受取配当金 △6,678 △6,794

支払利息 8,155 9,591

有形固定資産売却損益（△は益） △4,202 △18,723

有形固定資産除却損 447 79

会員権評価損 800 －

投資有価証券評価損益（△は益） 1,693 －

売上債権の増減額（△は増加） △109,570 246,604

たな卸資産の増減額（△は増加） △101,321 △56,644

仕入債務の増減額（△は減少） 268,828 △4,797

その他 △39,123 △94,539

小計 1,126,824 1,215,550

利息及び配当金の受取額 25,464 11,966

利息の支払額 △7,723 △9,784

法人税等の支払額 △314,058 △216,130

法人税等の還付額 － 25,858

営業活動によるキャッシュ・フロー 830,506 1,027,461

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △837,279 △693,961

有形固定資産の売却による収入 21,018 28,388

投資有価証券の取得による支出 △12,083 △11,726

その他 △4,134 △66,040

投資活動によるキャッシュ・フロー △832,478 △743,339

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △470,000 160,728

長期借入れによる収入 1,006,962 －

長期借入金の返済による支出 △85,858 △171,336

配当金の支払額 △136,246 △154,010

少数株主への配当金の支払額 △54,880 △147,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 259,977 △311,617

現金及び現金同等物に係る換算差額 24,143 25,502

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 282,148 △1,993

現金及び現金同等物の期首残高 579,303 1,457,338

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 861,452

※1
 1,455,345
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【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年７月１日以後に取得し

た有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

はそれぞれ6,843千円増加しております。なお、報告セグメントごとの影響額につきましては、セグメント情報等に記

載のとおりであります。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　１　保証債務 

　連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成24年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

須高ケーブルテレビ㈱（借入債務） 3,557千円 須高ケーブルテレビ㈱（借入債務） 2,178千円

 

　２　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成24年６月30日）
当第２四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形裏書譲渡高 151,630千円 142,988千円

 

※３　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が

四半期連結会計期間末日残高に含まれております。
　

　
前連結会計年度

（平成24年６月30日）
当第２四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 137千円 －千円
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（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年７月１日
至  平成23年12月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年７月１日
至  平成24年12月31日）

給料 232,909千円 237,986千円

減価償却費 31,487 29,554

賞与引当金繰入 9,525 14,215

役員退職慰労引当金繰入 17,970 18,360

役員賞与引当金繰入 31,020 31,020

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年12月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年７月１日
至　平成24年12月31日）

現金及び預金勘定 1,148,964千円 1,742,937千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △287,512 △287,592

現金及び現金同等物 861,452 1,455,345

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年７月１日　至　平成23年12月31日）

　　　　１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年９月29日

定時株主総会
普通株式 136,243 22平成23年６月30日平成23年９月30日利益剰余金 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの　　　

　　該当事項はありません。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年７月１日　至　平成24年12月31日）

　　　　１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年９月27日

定時株主総会
普通株式 154,820 25平成24年６月30日平成24年９月28日利益剰余金 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの　　　　

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年７月１日 　至　平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　
（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額　
　(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３　
金型 部品 機械器具 計

売上高         

外部顧客への売上高 691,1177,288,262741,4628,720,8422,5208,723,362－ 8,723,362
セグメント間の内部
売上高又は振替高

234,269△203,558140,996171,70832,027203,736△203,736 －

計 925,3877,084,704882,4598,892,55134,5478,927,099△203,7368,723,362

セグメント利益 113,765638,907103,688856,3619,407865,768△371,869493,899

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸事業を行っております。

　　　２．セグメント利益の調整額△371,869千円には、セグメント間取引消去△7,736千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△414,899千円、棚卸資産の調整額42,930千円及びその他の影響額7,836千円が含まれてお

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。　

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年７月１日 　至　平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　
（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額　
　(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３　
金型 部品 機械器具 計

売上高         

外部顧客への売上高 567,5447,711,138914,9389,193,6202,5209,196,140－ 9,196,140
セグメント間の内部
売上高又は振替高

161,787△151,341136,326146,77234,400181,172△181,172 －

計 729,3317,559,7961,051,2649,340,39336,9209,377,313△181,1729,196,140

セグメント利益 63,642808,222114,764986,62913,9201,000,549△447,158553,390

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸事業を行っております。

　　　２．セグメント利益の調整額△447,158千円には、セグメント間取引消去△10,524千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△425,618千円、棚卸資産の調整額△10,377千円及びその他の影響額△639千円が含まれ

ております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。　

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

（報告セグメントの区分方法の変更）　

「自動機器事業」と「その他」に含めていた「医療組立事業」は、両事業の関連性が強くなってきたため、

組織の新設に合わせて一体管理していくこととしたので、第１四半期連結会計期間より事業セグメントの統

合を行い、名称を「機械器具」といたしました。

これに伴い、第１四半期連結会計期間より当社グループの報告セグメントを「金型」「部品」「機械器

具」の３つに変更しております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第２四半期連結累計期間の報告セグメントの区

分に基づき作成したものを開示しております。

（減価償却方法の変更） 

　会計方針の変更等に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会

計期間より、平成24年７月１日以後に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却

方法に変更しております。

　これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益が、それぞれ「金型」で16

千円、「部品」で5,279千円、「機械器具」で1,099千円、「その他」で66千円増加しており、また、各報告セ

グメントに配分していない全社費用が380千円減少しております。　

EDINET提出書類

株式会社鈴木(E02058)

四半期報告書

16/19



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年12月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年７月１日
至　平成24年12月31日）

　　１株当たり四半期純利益金額 22円51銭 32円37銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 139,379 200,465

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 139,379 200,465

普通株式の期中平均株式数（株） 6,192,877 6,192,816

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

 　当第２四半期連結会計期間（自　平成24年10月１日　至　平成24年12月31日）

 　　 該当事項はありません。

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年２月13日

株式会社鈴木

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岩渕　道男　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 野本　博之　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社鈴木の平

成24年７月１日から平成25年６月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成24年

12月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年７月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社鈴木及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政状態並びに

同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）1.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書

提出会社)が別途保管しております。

　　　　2.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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